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4．室蘭港の新たな活用
　今年 1月には日本遺産「炭鉄港」ガイド養成事業を
開催、3月には日本遺産認定記念フォーラムの開催によ
り、「炭鉄港」を活用した観光振興やまちづくりへの参
画意識の促進に向けた取組を進めるとともに、「室蘭こ

ども環境フェスタ」で炭鉄港グッズの製作による炭鉄
港 PRを行いました。今後、市内 8カ所の文化財前の
歩道等にサインを設置するとともに近くの文化財を散策
できる散策ルートを設定し、港のにぎわい創出や貴重な
文化資産、観光資源と捉えて広域的な連携を図ります。

日本遺産認定『炭鉄港』の取り組み�
� 小樽市　産業港湾部

　小樽市は、昨年 5月 20日、日本遺産『本邦国策を
北海道に観よ！～北の産業革命「炭鉄港」～』として
空知管内の 9市町及び室蘭市、安平町とともに認定を
受けました。
　現在、北海道及び 12自治体等で構成する炭鉄港推
進協議会において、地域活性化に向けた様々な取組を
行っています。
　�◦日本遺産とは　…　地域の歴史的魅力や特色を通
じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文化庁
が認定するもので、有形・無形の様々な文化財群を
活用し、地域活性化を図ることを目的としています。
　�◦ストーリーの概要は　…　『明治の初めに命名され
た広大無辺の大地「北海道」。その美しくも厳しい自
然の中で、「石炭」・「鉄鋼」・「港湾」とそれらを繋ぐ
「鉄道」を舞台に繰り広げられた北の産業革命「炭
鉄港」は、北海道の発展に大きく貢献してきました。
　当時の繁栄の足跡は、空知の炭鉱遺産、室蘭の工
場景観、小樽の港湾そして各地の鉄道施設など、見
る者を圧倒する本物の産業景観として今でも数多く
残っています。
　100km圏内に位置するこの3地域を原動力として、
北海道の人口は約 100 年で 100 倍になりました。そ

の急成長と衰退、そして新たなチャレンジを描くダ
イナミックな物語は、これまでにない北海道の新し
い魅力として、訪れる人に深い感慨と新たな価値観
をもたらします。』となっており、港湾が鉄道ととも
に北海道の発展に大きく貢献したことや今も残る本
物の産業景観が訪れる人に深い感慨と新たな価値観
をもたらすという物語です。

　�◦主な構成文化財　…　小樽港北防波堤、旧手宮鉄
道施設（国指定重要文化財）、小樽中央市場等
　�◦炭鉄港の取組　…　炭鉄港推進協議会が文化庁の
文化芸術振興費補助金、文化資源活用事業費補助金
のほか、各自治体が拠出する負担金を財源に各地域
でのフォーラムやガイド養成講座の開催、パンフレッ
トや炭鉄港カードの制作・配布などを通じ、人材育成・
普及啓発・情報発信等を行い、次世代への継承やシ
ビックプライドの醸成を図ります。
　小樽市の独自事業としては、教育旅行誘致のため、
北海道開発局小樽開発建設部小樽港湾事務所のご協
力をいただきながら、炭鉄港のストーリー紹介と廣
井勇博士を筆頭に当時の技術者の先見性や功績を伝
える取組を行います。

小樽港北防波堤…建設から100年
以上経過した現在も第一線防波堤と
して機能を果たしている。

モルタルブリケット…コンクリート
の長期耐用を調べる試験用供試体
（同みなとの資料コーナー）

第一期小樽築港工事記念碑…「與天無極」天のとこしえなるが如く、この防波
堤は永久なりという意味とのこと。（小樽港湾事務所みなとの資料コーナー）
揮毫は、第四代北海道廳長官、北垣国道氏


